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のオーダーは16時までという決まりがあるため，
時間内，時間外で分けて集計を行った．時間外で
最大33件のオーダーが出ており，月の1/3以上は
20以上のオーダーが夜間に出ていた．表2は10日
間の平均ナースコール数である．6時〜8時，18時
にナースコールが多く，日勤帯でも1時間に10以
上のナースコールが鳴っていた．この結果から実
際に忙しいことがわかった．
　KJ法の結果を踏まえ，どのように遅番業務を
改善すべきかを病棟会議で話し合った．遅番日
勤看護師も13時からの処置カンファレンスに参加
し，午後に誰がどのような処置を行うかをその日
のスタッフ全員が把握しながら行動するのはどう
かと意見が上がり，これを実践することとなっ
た．
Ⅴ．考　察
　当病棟のスタッフは個々に責任感が強く，担当
になった仕事は自分で行わなければならないとい
う思いが強いため，そこが強みである反面，声掛
けが少なく協力意識が低いことが課題なのではな
いかと考えた．
　パートナーシップナーシングシステム（以下
PNS）は看護師が質の高い看護を提供することを
目的に良きパートナーとして対等な立場で互いの
特性を活かし，相互に補完し合ってその成果と責
任を共有する看護体制である．個人プレイから
チームプレイになり，看護師間で情報を共有する
ことでコミュニケーションが格段に増えること，
お互い見られていることで確実な看護技術が提供
できるという効果がある．そのため，PSNは当病
棟の課題解決の良い手段となり，より良い看護を
提供できるのではないかと考えた．
　H26年1月から日勤帯では看護師がパートナー
となり声を掛け合う，協力をするというPNSの
シュミレーションを開始しており，業務を機能別
に考えるのではなく看護師1人1人が患者全体を把
握していくことが求められる．よって，遅番日勤
が個に動くのではなく，日勤を補完する役割とし
て位置することが大切である．
Ⅵ．おわりに
　当病棟の忙しい原因は，協力体制が出来ていな
いことであり，それは当病棟のスタッフが個々に
責任感が強いためであるということがわかった．
協力体制作りを行う上で，PNSが適していると考
え，現在施行に向けてシュミレーションを行って
いる．PNSを行った実際の評価をしていくことで，
病棟の特徴を捉えた更なる改善を行っていくこと
が今後の課題である．
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